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　降水 と大気水蒸気 の安定同位体比 に よ る東 シ ベ リア にお ける 降水

　の 再循 環過程 の 研 究
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・は じめ に

　 東 シ ベ リア は内陸性 の 乾燥 気候 で あ るが 、

夏季 に発 達 した積乱雲 によ る局所的な降水

が観測 され る 。 こ の よ うな降水で は 、
一

度

降 っ た 雨 が植 物 の 蒸散 活動 に よ り大気 中に

戻 る再循環過 程 が重要 で あ る と考 え られ る 。

また 、水 の 安定同位体比 は、 こ の よ うな再

循 環過程 を解 明す る上 で 有力 なツ ール とな

る 。 本研究 で は、 m シ ア ・サ バ 共和国の ヤ

クーツ クにおい て 2006年 7月 21 日〜30 日に

大気水蒸気 と降水 の 安 定 同位体比 の 観測を

行い 、 そ の 変動要因及 び 降水 の 元 に な る水

蒸気 に っ い て 考察 を行 っ た 。

・ 観測

　大気 水蒸気 は可搬方の 真空 ライ ン を作成
し、正 午前 に 1 日1回採 取 した ほ か 、 日変化

を見 るた め2006年 7月 24 目に 4時 間毎に 採取
した 。 ま た 、観測期間 中に積乱 雲の 通 過 に

伴 う降水イ ベ ン トが あ り、そ の 安定 同位体

比 も測定 した 。

・結果 と考察

　ヤ クーツ ク で 観測 され た 大気水蒸気 は、

気温 が上昇に伴 い 酸素 同位体比 （δ　
iSO 値 ）

が
一26％。か ら

一19％・
へ 上 昇する傾向がみ られ

た　 （下 図）。 2006年 は夏 の 降水量 が 多 く、

植物は δエ80値の 高い （
−16〜−12％。）夏 の 雨

を吸 水 し、植物 中に は約
一17％。の 水 が存在

し て い た 。従 っ て 、気温 と伴 に観測 され た

δ
180 値 の 上昇 は、気温 の 上昇 に伴 っ て 地表

面か ら の δ180値の 高い 水 の 蒸散 が活発 化 し

た ため と考え られ る。

　また 、2006年 7月 24日 の 大 気水蒸気 の 日

変化 の 観測結果で 、植物 の 蒸散 が活発 に な

る午前中に δ　lse値が 上昇 し、午後は 気温 の

上昇に 伴い δ
亙80

値の 低下が見 られ た 。 これ

は 、午後 に 気温 の 上 昇 に伴い 混合層厚が増

大 し、 自由大気 内の δ 180 値 の 低い 水蒸気が

混合層 に 取 り込 まれ た もの と考 え られ る。

これ らの こ とか ら、水蒸気の 同位体比 の 変

動 は 、植物 の 蒸散由来 の 水蒸気 と自由大気

中 の 水蒸気の 混 合に よ っ て支配 され て い る

と考 え られ る。

　降水 の 同位体比 は 降水イ ベ ン ト毎 に異 な

り 、 δD一 δ　iSOプ ロ ッ トで そ れ ぞれ の 降水

の 同位体比 が 、 傾 きが6程 度の 直線上 に

の っ た 。 こ の こ とは 、 植物 の 蒸 散活動 に よ

り大気中に リサイ ク ル され た水蒸気 と 自由

大気 中の 水蒸気 との 混台 か らなる水蒸気に

よ り雨 滴が形成 され た こ とを示 唆 し て い る。
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